
 

 

 

 

いのちの先生「地域振興に尽力する方」 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

児童から保護者へ 

今までつらかったことや悲しかったことがあ

ったけれど、今まで育ててくれてありがとう。こ

れからもよろしくお願いします。いのちの授業で

夢についても教わりました。いのちの先生は、夢

を叶え、きらきらと輝いていました。だから、ぼ

くも精一杯自分の夢に向かってがんばりたいで

す。 

 

保護者から児童へ 

あなたから最高の感動をもらい、たくさんの大

切なことを教えてもらいました。本当にありがと

う。私たちは、幸せ者です。きっと、これからも

たくさんの人との出会いがあり、うれしいこと、

つらいこと、いろいろな経験をすることでしょ

う。私たちは、あなたと一緒に喜んだり、悩んだ

り、時にはけんかしたりと、一緒に成長できるこ

とがとてもうれしく、感謝しています。 

いのちの言の葉 2016 
富山県教育委員会 平成２８年度いのちの教育総合支援事業 

いのちをかがやかせるとは（道徳） 

氷見市立久目小学校 

平成２９年１月１２日実施 

【授業の概要】 

① 夢をもって生きること ―ボランティア活動等を通して― 

② 生きる(いのちをかがやかせる)とは 

③ いのちをかがやかせる(一生懸命生きることなど)についての学年別グループの話合い 

児童から保護者へ 

お父さん、いつも迷惑をかけてごめんなさ

い。お父さんは勉強を教えてくれるなど、私の

ためにいろいろなことをしてくれます。ありが

とうございます。私には、美容師になるという

夢があります。勉強など、一生懸命がんばるの

で応援してください。これからも迷惑をかけて

しまうかもしれませんが、よろしくお願いしま

す。 

 

保護者から児童へ 

お父さんは、あなたのにこにこの笑顔が大好

きです。いつも笑顔でいられるように、一緒に

考え、相談しながら夢に向かっていきましょ

う。つらいこと、苦しいこと、悲しいことなど

いろいろありますが、それらを乗り越えていけ

る心の強い人になってください。昨日よりも今

日、今日よりも明日、一歩ずつ前に進んでくだ

さい。お父さんは、いつもそばで見守っている

よ。 

立山町立立山北部小 6/29 

においていのちの授業が行われています。 


